




A Study of the School Refusal Problem
－ by a Teaching Team using a “ Step Room” －



































































































































































 チーム教育相談  


































































































































第１期 第２期 第３期 第４期 第５期
不登校生徒 ４・５月 ６・７月 ９・10月 11・12月 １・２・３月
Ａ 39.5 52.9 45.0 62.8 86.6
Ｂ 23.7 50.0 73.8 77.1 77.8
Ｃ 94.7 88.2 95.2 82.9 91.1
Ｄ 5.3 14.7 21.4 25.7 66.7
Ｅ 23.7 32.4 46.2 51.4 教室復帰75.6
Ｆ ７月から不登校しぶり 85.7 94.3 91.1
％（利用日数／授業日数）
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を設けていった。このことから，教室復帰やステッ
プルームの利用率があがったことは，教員間のチー
ム支援の力のみならず教室の仲間の力も大きいと考
えられる。
　以上のことから，不登校生徒をサポートする教員
とともに，級友の存在も復帰には必要な要素である
傾向がみられた。さらに不登校生徒の教室復帰後
は，日常に暖かく迎え入れる学級づくりや集団づく
りの下，学級・学年全体で支えていくサポート体制
を充実していくことが必要である。
⑵　教員間チームによる不登校対応について
　今回，プロジェクトチーム教育相談のリーダーが
学校長であったため，不登校問題の学校組織におい
て，早期解決に向けた対応が迅速であった。栗原
（2006）は，組織的な早期対応をするには，チー
ム支援を稼働させる基準を明確にし，支援の必要性
の判断を担任任せにせず判断者を複数にするなどの
工夫の必要性があると述べている。本研究において
もプロジェクトチームの早期対応から教室復帰につ
ながり，一定の成果があげられた。
　また，栗原（2006）は目標と方針の共有によっ
て「相談室の密室性」が部分的にせよ解消し不信感
が低減したこと，さらにそれによって情報提供を制
限することに対する教職員の理解が得やすくなった
ことなどの効果を生み，結果として教員全体の連携
を促進したと述べている。本研究においても，目標
と方針を教員間で共有し，教員間のチーム支援の体
制から，さらに内部でプロジェクトチームを機動さ
せていったことは「相談室の密室化」を解消して
いったと考えられる。以上のことから，教員間チー
ムによる不登校対応は非常に有効であり，学校内で
開かれた支援が実践できたと示唆される。
Ⅳ．今後の課題
⑴　継続的な不登校生徒の支援について
　不登校問題において，黒水（2012b）は不登校
生徒は一時的に回復しても不安定になることが多い
と述べており，そのための継続的な支援は必要不可
欠である。長期的な支援には，見立てと支援プログ
ラムを常に検証して，不登校生徒の状態によって臨
機応変な対応が求められる。このことから，教員配
置替え時に生徒の引き継ぎは重要であり，継続的な
不登校の支援に途切れがないよう配慮しなくてはな
らない。
⑵　ステップルームまで登校できない生徒への対応
　不登校支援対応において，ステップルームまで登
校できない生徒の対応が最大の課題であるといわれ
ている（文部科学省，2003）。要因は複雑かつ不明
なことも多く，年数がかかっていることも原因と
なって改善へは大きなエネルギーを要す。不登校対
応は，登校しぶりの時点で早期対応を行い，不登校
を生まないための予防的対策が必要であり，ケース
バイケースで柔軟に対策を立てることが大切であ
る。そのためにも各学校において機動的なチームが
編成できる人的な措置が望まれる。
⑶　SCの配置日数の増加
　不登校生徒の登校へのきっかけづくりとして，家
庭訪問等で登校刺激を与えてもなかなかうまくいか
ないことが多い。しかし，「SC が来る日に、ステッ
プルームまでで良いから来てみないか」という誘
いは有効である。実際に，Ａ中学校では SC が来る
日のみ来ていた生徒が次第に他の日まで登校できる
ようになったという傾向はよくみられた。SC の週2
日という勤務について，SC は地域の小学校から要
請があれば出向くこともあり，一人の生徒に十分な
時間を要することが難しい状況であった。今後，配
置日数を増やすことは一つの課題であると考えられ
る。さらに SC の活動や勤務状況についても，見直
しや活用の有効な手立てを検証していくことが重要
であろう。
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